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私たちは、三豊総合病院における日常診療および院内業務の現状を踏まえ、医療従事者の業務負担軽減と医

療の質向上を目的として、三豊総合病院へ医療DXの推進、特にAI音声カルテ入力システムの導入について要
望を提出いたしました。 
 
■ 現在認識している主な課題（ひでひでへインタビュー） 
- 外来患者数が多く、限られた時間の中で診療とカルテ記載を並行して行う負担が大きい。声によるカルテ入力
が可能になれば、診療効率の向上が期待される。 
- やや離れた地域から来院する患者が多く、通院・待ち時間の負担軽減が重要である。 
- 会議について、対面でなくても支障のない内容まで対面実施となっているケースがあり、Web会議環境が拡充
されれば、活用の幅が広がると考えられる。 
- 画像解析AIについて、導入されれば診断補助として有用であり、特に救急領域で重宝されると考えられる。 
- 文書作成業務（紹介状作成、退院時サマリ作成、入院時フォーマット、同意書など）の負担が大きく、自動作
成・支援システムの必要性が高い。 
- 院内コミュニケーションについて、病棟や内視鏡室など物理的に距離がある場所や、声を出せない状況におい
て、インカム等による円滑なコミュニケーション手段が求められる。 
- PC等のハードウェア面では、キーボードのエンターキー故障など、小さな不具合が日々の業務に大きな支障
をきたしている。 
 
■ 要望内容 
上記の課題を踏まえ、特に外来診療における業務効率化を目的として、AI音声カルテ入力システムの導入につ
いて、チームとして要望書を提出いたしました。 
 
本取り組みは、医師・医療スタッフの負担軽減のみならず、患者への提供価値向上、診療の質の安定化にも寄

与するものと考えています。 



 



 


